
公開１  第２学年４組 生活科学習指導と評価の案 
平成１７年１１月１４日（月） 授業者：中井 隆（２年４組教室）  

１．単元名   「どきどき わくわく おもちゃランド」  
２．本時の目標 
   身近な材料を使ったおもちゃ作りを通して、より楽しく遊ぶための工夫をすることができる。 
３．本時の評価規準 

 おもちゃ作りを通して、より楽しく遊ぶための工夫を考えようとしている。（思考・表現） 
４．児童の実態 
＜学ぶ意欲＞  おもちゃ作りに強い興味・関心を示してそのおもちゃを使って遊ぼうとするが、より発展させたおもちゃ作りに取り組 

もうとする意欲が弱い。 
＜学 ぶ 力＞ おもちゃ作りを通してお互いのおもちゃのよさを見つけようとするが、工夫するとよいところがなかなか見つけられな        

い。 
＜学び得た力＞  １年前に「おもちゃランド」に招待され楽しく遊んだ時のことを、今度は２年生という立場から１年生に喜んでもらお 

うとしているが、具体的な方法や関わりを考えることができない。 
５．本時の展開（４/１６時）  
過程 主 な 学 習 活 動 研究テーマ具現のための手立て 
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１．前時に作ったおもちゃを準備する。＜全体＞ 
 
２．おもちゃ作りの願いをもつ。＜個人＞ 
  ・素敵なおもちゃを作りたいな。 
  
 
 
３．自分が作っているおもちゃのどこを工夫すればよいか考える。＜個人＞ 

・ひもの長さを変えてみよう。 
・ゲームができるようにしよう。 
・軸の位置を動かそう。 

  
４．手直しをしたり友だちと相談し合って、工夫しながらおもちゃ作りをす 
る。＜個人・グループ＞ 
・このままでは楽しくないな。いろいろな大きさの輪を作ろう。 
・すぐこわれてしまう。もっと丈夫に作ろう。 

 
① ぶんぶんごま 

・軸を付ける位置を工夫

したよ。 

② 魚つり 

・釣り針の代わりに磁石

を使ったよ。 

③ わりばしけん玉 

・受ける玉を２個付けた

よ。 

④ めいろ 

・トンネルや落とし穴を

作ったよ。 

⑤ 空気てっぽう 

・的をたくさん作ったよ。 

⑥ パラシュート 

・ひもの長さを変えてみ

たよ。 

⑦ 風せんじどう車 

・風船を付ける位置を考

えたよ。 

⑧ わなげ 

・いろいろな大きさの輪

があるよ。 

⑨ 糸まき車 

・ゴムの長さを変えたよ。 

⑩ ストローひこうき 

・翼を大きくしたよ。 

⑪ ぴょんぴょんカエル 

・よく跳ねるようにした

よ。 

⑫ 風じどう車 

・帆を大きくしたよ。 

⑬ ちゃかちゃかヨーヨー 

・おもしろい音が出るよ 

うにしたよ。 

⑭ のびのびマジックハンド 

・遠くまで伸びるよ。 

⑮ するするＵＦＯ 

・速さが変えられるよ。 

 
 
５．工夫したことをみんなの前で発表する。＜全体＞ 

・ひもの長さを変えたら遠くまで飛ぶようになったよ。 
・ゲームができるようにするともっと楽しいよ。 
・すぐ壊れていたけどダンボールにしたら丈夫になったよ。 
 

 
 
 
 
６．振り返りカードに本時の様子を記入し（「はっ見マン」「がんばりマン」「く

ふうマン」「ぴっかぴかマン」のうちから選択）、次時への願いを書く。                     
＜個人＞ 

 ・ほかのグループはどんなおもちゃを作ったのかな。 
・いろいろなおもちゃで遊びたいな。 
・もっとたくさんおもちゃを作りたいな。 
 
 
 

 
 

◎前時からの願いがつながる提示の工夫 
   前時に作っていたおもちゃや振り返りカ 

ードを見ることにより本時の活動を確かめ 
る。 

（研究内容Ⅲ－②） 
 
 

◎願いを生かす工夫 
友だちや教師が提示したおもちゃを見る 

  ことにより、素敵なおもちゃを作りたいと 
いう意欲をもつ。 

（研究内容Ⅲ－③） 
 
 

◎よさを引き出し、伸ばす指導・援助 
 

 子どもの様相       指導・援助  
 

 

    
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（研究内容Ⅳ－①） 
 

 

◎子どもの意欲を向上させる認め・励ましの工夫 

     より楽しく遊べるための工夫がされた場 
    合は、教師が「くふうマン」シールを計画 
  表に貼る。 

（研究内容Ⅳ－②） 
 
 

◎子どもの気付きを自覚させる認め・励ましの工夫 

     どんな気付きをしたか言葉かけをしなが 

ら意識させ、それぞれに応じて「はっ見マ 

ン」「がんばりマン」「くふうマン」「ぴっか 

ぴかマン」シールを計画表に貼る。 

（研究内容Ⅳ－③） 
 
 
 

◎活動後に今日のできたことや 
分かったことを把握する評価の工夫 

振り返りカードを記入する時は、計画表 

  に貼られたシールを見て、今日の活動を自 

  己評価する。 
（研究内容Ⅰ－③） 

 

楽しく遊べるおもちゃを作ろう。 

おもちゃをより楽しくするために、こんな工夫をしたよ。 
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自分のおもち
ゃのどこを工夫
したらよいか分
からない。 

作ったおもち
ゃで教師が一緒
に遊び、工夫す
るとよいところ
の気付きを促
す。 

道具がうまく
使えず、作り進
めることができ
ない。 

道具の使い方
を教えたり、教師
が手を添えて支
援する。 

 


